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論 文 内 容 の 要 旨 
分裂酵母の配偶子である胞子形成は、分裂酵母の生活環の中でもっとも劇的な細胞構造の変化を伴
う生命現象である。これまで、電子顕微鏡を用いた研究により、胞子形成過程は詳細に解析されてい
るが、具体的にどのような遺伝子によって制御されているかはほとんどわかっていなかった。 
本研究は、分子遺伝学及び分子細胞生物学的手法を用いて、胞子形成の分子メカニズムの解明を行
った。9 つの胞子形成欠損変異株（spo 変異株）を起点として、そのすべての原因遺伝子の取得に成
功した。さらにこれらの取得遺伝子を詳細に解析した。胞子細胞膜の形成開始は、スピンドル極体か
ら起こるが、その構成因子である Spo2/Spo13/Spo15 複合体に加えてさらに、Spo7 が必須であった。
Spo7 は前胞子膜先導端のリング構造の主成分である Meu14 と直接相互作用し、前胞子膜形成の開始
と前胞子膜の形作りに関わっていた。前胞子膜の伸長は栄養細胞同様、高等生物のシンタキシン１ホ
モログ Psy1 が必要であったが、胞子形成時にはこれとは別に Spo3 という胞子形成特異的タンパク質
がはたらくことがわかった。また、前胞子膜への膜小胞は栄養増殖と同様、真核生物間で保存された
膜輸送タンパク質 Spo14 (Sec12 ホモログ）がはたらき、小胞体から直接あるいはゴルジ体を通して
間接的に供給されることを明らかにした。また、これまで、前胞子膜は電子顕微鏡下でしか観察でき
なかったが、本研究で取得された Spo3 と Psy1 に緑色蛍光タンパク質(GFP)で標識し、蛍光顕微鏡下
で分裂酵母の前胞子膜形成を観察することに成功した。これにより、簡便で統計的に前胞子膜形成を
観察することが可能となった。 
本研究により、これまでほとんどわかっていなかった胞子形成の基本的な分子メカニズムが明らか
になった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
分裂酵母の配偶子である胞子形成は、分裂酵母の生活環の中でもっとも劇的な細胞構造の変化を伴
う生命現象である。これまで、電子顕微鏡を用いた研究により、胞子形成過程は詳細に解析されてい
るが、具体的にどのような遺伝子によって制御されているかはほとんどわかっていなかった。 
本研究は、分子遺伝学及び分子細胞生物学的手法を用いて、胞子形成の分子メカニズムの解明を行
った。9つの胞子形成欠損変異株（spo 変異株）を起点として、そのすべての原因遺伝子の取得に成
功した。さらにこれらの取得遺伝子を詳細に解析した。胞子細胞膜の形成開始は、スピンドル極体か
ら起こるが、その構成因子である Spo2/Spo13/Spo15 複合体に加えてさらに、Spo7 が必須であった。
Spo7 は前胞子膜先導端のリング構造の主成分である Meu14 と直接相互作用し、前胞子膜形成の開始
と前胞子膜の形作りに関わっていた。前胞子膜の伸長は栄養細胞同様、高等生物のシンタキシン１ホ
モログ Psy1 が必要であったが、胞子形成時にはこれとは別に Spo3 という胞子形成特異的タンパク質
がはたらくことがわかった。また、前胞子膜への膜小胞は栄養増殖と同様、真核生物間で保存された
膜輸送タンパク質 Spo14 (Sec12 ホモログ）がはたらき、小胞体から直接あるいはゴルジ体を通して
間接的に供給されることを明らかにした。また、これまで、前胞子膜は電子顕微鏡下でしか観察でき
なかったが、本研究で取得された Spo3 と Psy1 に緑色蛍光タンパク質(GFP)で標識し、蛍光顕微鏡下
で分裂酵母の前胞子膜形成を観察することに成功した。これにより、簡便で統計的に前胞子膜形成を
観察することが可能となった。 
本研究により、これまでほとんどわかっていなかった胞子形成の基本的な分子メカニズムが明らか
になった。よって、本論文は博士（理学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
 
